申請№        
⑤ 【別紙】 プロジェクト予算書（2018-19年度）
/「ロータリー財団 地区補助金申請書」添付書類
クラブ名                                                      
プロジェクト名                                                
1． プロジェクト予算 （具体的にお書きください。必要に応じて行を追加してください）
	
	見積書Ｎｏ
	支出の利用区分

	
	
	地区補助金
（円）
	その他資金
（円）

	１．
	
	
	

	２．
	
	
	

	３．
	
	
	

	４．
	
	
	

	５．
	
	
	

	６．
	
	
	

	７．
	
	
	

	８．
	
	
	

	小   計
	
	（D）
	（E）

	プロジェクト支出総額 （F）＝（D）＋（E）
	
	


· 予算の根拠となる見積書・価格表等を可能な限り添付、もしくは下記備考欄に記載願います。
· 原稿料・講師料については見積書は不要です。ただし領収証は報告時にご提出が必要となりますので、先方への事前のご連絡等、よろしくお願いします。
2． 備  考
※（利害の対立の報告）

取引業者にロータリー関係者が含まれる場合は、公平な取引であることを説明してください。
※1件3万円未満の取引については、複数の業者への見積もり要請を省略することができます。

プロジェクト実施に伴う地区補助金からの支出は、原則として予算計上された項目のみとさせていただきます。プロジェクト内容をご検討の上、予算計上していただきます様お願い申し上げます。なお、予算の変更が必要な場合は、プロジェクト実施前に地区Ｒ財団事務所へお知らせください。





・項目は具体的にお願いします。


『印刷費　参加者募集リーフレット作成費　（1500部）』等


・支払は可能な限り直接送金をお願いいたします。


・送金手数料は報告時にその他資金に計上してください。


・講師料、原稿料等も領収書が必要ですので、事前にご依頼先へご説明ください。





相見積の結果報告、利害の対立の報告、その他 予算金額の算出報告等を記載願います。





例）


・見積書Nｏ.１、２については、それぞれ２社より見積を取り寄せ、安価な方を採用しました。(相見積添付)


・見積書Nｏ.３「印刷費」の発注先は、補助金申請クラブ内の○○会員の経営する「○○㈱」です。


○○会員は入会○○年目の信頼できる会員であり、また、物品単価・納期・業務依頼手続・本プロジェクト


の理解度等、総合的に判断して取引は適正なものであると確認しています。


・見積書Nｏ.４「講師謝礼」、講師については現在協力団体と打合せ中であり、常識的な金額を計上しました。


・見積書Nｏ.５「講師交通費」については、JRホームページより調べました。








